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６

３
月
11
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
が
発
生
し
、
東
日
本
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の

被
害
の
多
く
は
、
想
定
を
超
え
た
大

津
波
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
▽
本
県

に
お
い
て
も
、
南
海
地
震
、
東
南
海

地
震
が
い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
南
海
地
震
は
、
江
戸
時
代

以
降
、
お
よ
そ
９
０
〜
１
５
０
年
の

間
隔
で
周
期
的
に
発
生
し
て
お
り
、

昭
和
南
海
地
震
か
ら
既
に
６
０
年
余

り
が
経
過
し
て
い
る
。
近
い
将
来
発

生
す
る
で
あ
ろ
う
南
海
地
震
に
対
し

て
万
全
な
備
え
が
必
要
で
あ
る
。

▽
行
政
に
は
、
「
想
定
を
超
え
た
地

震
、
津
波
が
発
生
し
た
。
」
と
い
う

こ
と
が
な
い
よ
う
、
堤
防
の
整
備
・

点
検
、
避
難
地
、
津
波
避
難
ビ
ル
、

避
難
路
等
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

私
達
も
常
に
防
災
意
識
を
持
ち
、
東

日
本
大
震
災
を
教
訓
に
し
て
、
家
庭
、

地
域
、
職
場
等
で
改
め
て
話
し
合
い
、

常
日
頃
か
ら
地
震
へ
の
対
応
を
確
認

し
、
南
海
地
震
に
備
え
た
い
も
の
で

あ
る
。
▽
防
災
の
基
本
は
、
「
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
。
」
こ
と
で
あ

る
。
家
庭
で
は
、
家
具
の
転
倒
防
止
、

家
屋
の
補
強
、
非
常
用
品
の
持
ち
出

し
袋
等
の
準
備
を
行
い
、
家
族
で
避

難
場
所
、
避
難
経
路
、
被
災
時
の
連

絡
方
法
等
を
確
認
し
て
お
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

（
Ｋ
・
Ｏ
）

ＴＰＰ反対徳島集会開く

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
関

税
撤
廃
で
地
域
農
業
が
壊

滅
的
打
撃
を
受
け
る
」
な

ど
と
断
固
反
対
す
る
集
会

が
、
２
月
26
日
に
県
内
の

農
林
水
産
関
係
者
ら
１
，

２
０
０
人
（
う
ち
農
業
委

員
・
農
業
委
員
会
職
員
ら

１
０
０
名
余
り
）
が
参
加

し
て
徳
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。

集
会
は
、
Ｊ
Ａ
徳
島
中

央
会
、
県
農
業
会
議
、
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、

県
森
林
組
合
連
合
会
な
ど

県
内
の
８
団
体
で
組
織
す

る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に

反
対
し
食
を
守
る
徳
島
実

行
委
員
会
」
と
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
な
ど
13
の
協
賛
に

よ
り
開
か
れ
、
Ｊ
Ａ
徳
島

中
央
会
の
畠
山
正
夫
会
長

が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
許
せ
ば
農

業
だ
け
で
な
く
金
融
や
医

療
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

影
響
を
受
け
る
、
農
業
は

徳
島
の
要
で
あ
り
次
世
代

に
つ
な
げ
て
る
産
業
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
新
た

な
決
意
を
持
っ
て
将
来
像

を
示
し
て
行
こ
う
」
と
ア

ピ
ー
ル
。
県
知
事
、
県
選

出
国
会
議
員
、
県
議
会
議

員
の
挨
拶
に
続
き
、
特
別

決
議
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

に
断
固
反
対
し
、
国
民
県

民
運
動
を
展
開
し
て
い
く
」

を
採
択
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
を

三
唱
し
団
結
を
誓
っ
た
。

集
会
後
、
２
台
の
ト
ラ

ク
タ
ー
を
先
頭
に
徳
島
市

の
新
町
橋
周
辺
ま
で
約
１

キ
ロ
を
デ
モ
行
進
し
、
買

い
物
客
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

を
訴
え
た
。
そ
れ
に
呼
応

し
て
農
業
委
員
会
組
織
と

し
て
４
月
末
ま
で
に
反
対

署
名
１
４
，
０
０
０
人
を

目
標
に
県
内
全
農
業
委
員

が
署
名
活
動
を
展
開
、
３

月
末
ま
で
に
約
５
，
０
０

０
人
の
反
対
署
名
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

（
写
真
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を

訴
え
る
１
，
２
０
０
人
の

デ
モ
行
進
の
様
子
」
）



23年度
22年度～
24年度

徳島市 15 44 2 13.3% 4.5%
鳴門市 10 30 6 60.0% 20.0%
小松島市 2 7 0.0% 0.0%
阿南市 5 16 2 40.0% 12.5%
吉野川市 4 11 0.0% 0.0%
阿波市 13 38 1 7.7% 2.6%
美馬市 3 10 0.0% 0.0%
三好市 2 6 0.0% 0.0%
勝浦町 2 6 0.0% 0.0%
上勝町 1 2 0.0% 0.0%

佐那河内村 1 4 0.0% 0.0%
石井町 3 10 1 33.3% 10.0%
神山町 2 5 0.0% 0.0%
那賀町 1 3 0.0% 0.0%
牟岐町 1 1 0.0% 0.0%
美波町 1 1 0.0% 0.0%
海陽町 1 3 0.0% 0.0%
松茂町 2 7 0.0% 0.0%
北島町 1 2 0.0% 0.0%
藍住町 3 8 0.0% 0.0%
板野町 3 10 0.0% 0.0%
上板町 2 7 0.0% 0.0%
つるぎ町 1 2 0.0% 0.0%
東みよし町 1 2 2 200.0% 100.0%
合計 80 235 14 17.5% 6.0%

平成23年度市町村別新規加入目標及び
平成22年度加入実績・目標達成率一覧

名称
目標値 22年度

加入実
績

22年度目標
の達成率

3カ年目
標の達成
率

農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
と
意

欲
あ
る
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
の

政
策
年
金
で
あ
る
新
し
い
農
業
者
年

金
の
加
入
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
度
よ
り
「
10
万
人
早
期
突
破
・

新
規
加
入
者
底
上
げ
３
カ
年
計
画
」

が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
、
本
計
画
に

基
づ
く
新
規
加
入
者
（
年
間
６
，
０

０
０
人
）
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

各
都
道
府
県
に
お
い
て
精
力
的
に
加

入
推
進
特
別
対
策
等
が
実
施
さ
れ
て

き
た
。

本
県
に
お
い
て
も
、
平
成
22
年
度

は
年
間
80
人
の
新
規
加
入
者
の
確
保

を
図
る
た
め
、
各
地
域
別
に
特
別
研

修
会
等
を
開
催
し
、
農
年
制
度
の
周

知
徹
底
を
行
っ
た
が
、
平
成
23
年
３

月
末
で
の
新
規
加
入
者
数
は
全
市
町

村
で
14
人
し
か
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、

都
道
府
県
別
の
進
捗
状
況
で
は
43
位

と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
年
度
か
ら

本
県
は
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
「
特

別
重
点
受
託
機
関
」
に
指
定
さ
れ
、

市
町
村
受
託
機
関
へ
の
更
な
る
重
点

的
な
指
導
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
県
段
階
の
業
務
受
託
機

関
で
あ
る
本
会
議
と
Ｊ
Ａ
徳
島
中
央

会
は
３
月
の
担
当
者
会
議
で
示
し
た

平
成
23
年
度
の
加
入
目
標
を
達
成
に

向
け
て
、
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

市
町
村
段
階
の
業
務
受
託
機
関
で
あ

る
市
町
村
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
を
す

べ
て
巡
回
し
、
本
年
度
の
加
入
推
進

計
画
を
一
緒
に
策
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
年
間
の
加
入
推
進
活
動
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
、
重
点
対
象
者

の
選
定
や
戸
別
訪
問
の
実
施
を
依
頼

し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
巡
回
の
終
了
後
に
は

担
当
者
を
集
め
た
研
修
や
加
入
推
進

部
長
等
を
対
象
と
し
た
特
別
研
修
を

開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
年

度
は
昨
年
以
上
の
新
規
加
入
者
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
濃
密
的
な
指
導
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大

会
開
催
予
定

今
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、

福
島
県
、
茨
城
県
、
千
葉
県
を
中
心

に
、
国
難
と
も
い
う
べ
き
未
曾
有
の

大
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
被
災
地
域
の

農
業
経
営
の
一
日
も
早
い
再
開
が
図

ら
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
地
制

度
を
担
う
組
織
と
し
て
、
新
た
な
農

地
制
度
の
適
正
な
執
行
に
努
め
る
と

と
も
に
、
行
動
す
る
農
業
委
員
会
と

し
て
、
地
域
農
業
の
構
造
改
革
に
向

け
、
農
地
の
確
保
・
有
効
利
用
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
意

欲
あ
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
向

け
た
活
動
を
強
力
に
展
開
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
全
国
の
農
業
委
員
会

会
長
が
一
堂
に
会
し
、
東
日
本
大
震

災
の
復
興
に
関
す
る
要
請
、
農
業
の

復
興
再
生
を
目
指
し
た
政
策
提
案
、

新
た
な
農
地
制
度
の
適
正
な
執
行
の

推
進
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
等

を
行
う
た
め
、
平
成
23
年
度
全
国
農

業
委
員
会
会
長
大
会
が
次
に
よ
り
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
日
時
：
平
成
23
年
５
月
26
日
（
木
）

12
時
30
分
〜
15
時

◇
場
所
：
東
京
都
・
日
比
谷
公
会
堂
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農
業
者
年
金
２
３
年
度
加
入
推
進
対
策

東日本大震災により被災された皆様に心より

お見舞い申し上げます
３月11日に発生した大地震は、わが国観測史上最大

のM9.0、最大震度7、津波は最大波8.5メートル以上と

なり、東日本に甚大な被害をもたらした。死者・行方

不明者は約2万8千人、農業関係では、農地・農業用施

設が約7千億円、農作物、家畜等が約百億円、農業・

畜産関係施設が約4百億円の被害を受け、津波被害に

より約2万4千haの農地が流失した。また、原子力発電

所の被災により立ち入り禁止区域や避難区域等も設定

され、多くの方々が自宅や職場に戻れず、営農再開の

目途も立たない状態である。このため、本県では、被

災された方々の就労・雇用創出を図るため、県と農業

会議が連携して農業法人等での受入情報の収集･提供

に努めている。現在、受入意向がある農業法人等は18

事業所、受入可能人数は43名で、うち正社員17名、パー

ト26名である。農家、農業法人で被災者を受け入れる

意向がありましたらご連絡をお願いします。

また、農業委員会系統組織では、被災地域での営農

再開が当分の間困難な農業者を支援するため、農地情

報提供システムを活用し、受入可能な農地情報を提供

することとしている。現在、全国農業会議所が農業委

員会の意向を調査することとしており、５月下旬に取

りまとめ、7月に農業委員会による情報の登録・提供、

利用希望者からの相談、農地のあっせんを行うことと

している。被災された方々の生活が早期に安定できる

よう、農業委員会、農業法人等皆様方のなお一層のご

理解、ご協力をお願いします。

東日本大震災被災者の受入



平
成
23
年
度
の
徳
島
県
農
業
会
議

の
事
業
計
画
は
平
成
23
年
３
月
18
日

（
金
）に
開
催
さ
れ
た
「
徳
島
県
農
業

会
議
第
99
回
総
会
」
に
お
い
て
承
認

さ
れ
、
新
年
度
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
そ
の
事
業
計
画
に
お
け

る
事
業
重
点
方
針
や
新
た
に
取
り
組

む
事
業
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
紹

介
す
る
。

Ⅰ

事
業
重
点
方
針

１

新
た
な
農
地
制
度
の
施
行
を
踏

ま
え
た
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織

の
役
割
・
機
能
の
十
分
な
発
揮

優
良
農
地
の
確
保
と
貸
借
等
に
よ

る
効
率
的
な
農
地
利
用
の
促
進
を
目

的
と
し
た
改
正
農
地
法
が
施
行
さ
れ
、

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
果
た
す
べ

き
役
割
と
機
能
は
質
・
量
と
も
大
幅

に
増
大
し
た
。
本
会
議
は
こ
れ
ら
新

た
な
農
地
制
度
等
へ
の
農
業
委
員
会

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
点
検
・
検
証

を
行
う
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
の

体
制
整
備
の
確
立
及
審
議
の
透
明
性
・

公
平
性
・
公
正
性
を
確
保
す
る
た
め

の
支
援
対
策
を
強
化
す
る
。

更
に
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
た
な
全
国
運
動
で
あ
る
「
地
域

の
農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か
す
運

動
」
の
推
進
を
図
る
。

２
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
反
対
運
動

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
原
則
全
て
の
品
目
の

関
税
撤
廃
を
前
提
と
す
る
包
括
的
協

定
で
あ
り
、
農
業
・
農
村
、
地
域
経

済
の
崩
壊
を
招
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
県
内
の
農
林
水
産
関

係
団
体
等
と
連
携
を
深
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
に
反
対
す
る
取
組
み
を
強

化
す
る
。

３
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を

基
本
と
し
た
地
域
農
業
の
再
生

農
地
の
受
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
等
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
新
た

な
農
地
制
度
に
よ
る
多
様
な
担
い
手

に
よ
る
「
農
業
へ
の
参
画
」
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
地
域
農
業
の
担
い
手

で
あ
る
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組

織
の
農
地
利
用
の
促
進
を
基
本
と
し

た
上
で
、
地
域
外
か
ら
の
農
業
参
入

を
希
望
す
る
法
人
等
を
地
域
農
業
の

「
新
た
な
農
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

し
て
前
向
き
に
と
ら
え
、
そ
の
適
正

な
参
入
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

４
担
い
手
協
議
会
と
の
一
体
的
な

担
い
手
の
育
成
・確
保

本
会
議
が
事
務
局
を
担
う
徳
島
県

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
が
実

施
す
る
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
の

育
成
・
確
保
対
策
に
つ
い
て
一
体
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
会
議
が

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
農
業
経

営
の
確
立
に
向
け
た
簿
記
講
座
の
開

講
や
農
業
経
営
の
法
人
化
指
導
等
に

つ
い
て
、
各
市
町
村
の
認
定
農
業
者

組
織
や
県
農
業
法
人
協
会
と
連
携
し

な
が
ら
推
進
す
る
。

５
農
業
分
野
へ
の
優
秀
な
人
材
の
確

保
農
業
分
野
に
優
秀
な
人
材
を
呼
び

込
み
、
将
来
的
に
農
業
の
担
い
手
と

し
て
定
着
す
る
よ
う
、
農
業
分
野
の

雇
用
環
境
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
う
と
と
も
に
、
新
規
就
農
の

促
進
、
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入

適
正
化
対
策
に
も
取
り
組
む
。

６
第
21
回
農
業
委
員
統
一
選
挙

平
成
23
年
度
７
月
に
第
21
回
農
業

委
員
統
一
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
が
、

農
業
委
員
会
・
農
地
制
度
に
お
け
る

規
制
改
革
論
議
が
行
わ
れ
て
い
る
中

で
の
選
挙
で
あ
り
、
今
後
の
農
業
委

員
会
の
組
織
運
営
や
活
動
強
化
を
図

る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
活
動
の

更
な
る
活
性
化
に
向
け
て
、
情
熱
と

行
動
力
の
あ
る
女
性
・
青
年
農
業
者

や
認
定
農
業
者
等
の
立
候
補
を
促
す

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
町
村
議
会
が
推
薦
す
る
学
識
経
験

の
あ
る
選
任
委
員
に
つ
い
て
は
、
食

農
教
育
や
農
商
工
連
携
を
推
進
す
る

観
点
等
か
ら
、
多
様
で
行
動
力
の
あ

る
人
材
が
登
用
さ
れ
る
よ
う
積
極
的

な
環
境
整
備
を
行
う
。

Ⅱ

新
規
事
業
等

１
農
地
情
報
提
供
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
活
動
事
業

農
地
に
関
す
る
調
査
や
情
報
提
供
、

農
業
経
営
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
農
商
工
連
携
に
係
る
調
査

や
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
業
者
の
み
な
ら
ず

他
産
業
か
ら
の
農
業
参
入
者
を
支
援

す
る
。

２
「
農
業
再
生
協
議
会
（仮
称
）
」と

の
連
携
を
検
討

平
成
２
３
年
か
ら
本
格
実
施
さ
れ

る
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
、
行
政
及
び
農

業
団
体
等
は
「
農
業
再
生
協
議
会

（
仮
称
）
」
を
組
織
し
、
担
い
手
の

育
成
や
農
地
の
利
用
集
積
を
推
進
す

る
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
本
会
議
が
事
務
局
を

担
う
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
と
「
農
業
再
生
協
議
会
（
仮
称
）

と
の
連
携
に
つ
い
て
、
平
成
２
３
年

度
の
１
年
間
を
か
け
て
検
討
を
行
う
。

３

農
業
雇
用
改
善
推
進
事
業

雇
用
の
受
け
皿
、
独
立
就
農
の
た

め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
農
業
法
人
等
へ
の

就
業
を
促
進
し
、
人
材
定
着
の
た
め

の
雇
用
改
善
を
行
う
た
め
、
相
談
活

動
、
指
導
・
改
善
支
援
、
地
域
巡
回

相
談
会
や
研
修
会
の
開
催
、
啓
発
活

動
を
実
施
す
る
。

４

と
く
し
ま
農
業
「
実
証
フ
ィ
ー

ル
ド
」
モ
デ
ル
事
業

都
市
部
の
大
学
の
農
学
部
学
生
を

対
象
に
本
県
農
業
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
え
る
よ
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
入
体
制
を
整
備
し
、
将
来
の

Ｉ
タ
ー
ン
就
農
に
つ
な
げ
る
取
組
み

を
実
施
す
る
。

５

Ｇ
Ａ
Ｐ
普
及
推
進
事
業

農
産
物
の
安
全
性
の
確
保
の
み
な

ら
ず
、
環
境
保
全
、
労
働
安
全
に
配

慮
し
た
農
業
生
産
を
推
進
す
る
た
め
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
関
す
る
資
料
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
県
内
の
優
良
事
例
を
調

査
し
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
概
念
や
取
組
内
容

に
つ
い
て
生
産
者
の
理
解
を
深
め
る
。

６

有
機
農
業
拡
大
支
援
事
業

有
機
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
有

機
農
業
で
使
用
可
能
な
資
材
等
技
術

情
報
の
収
集
・
整
理
・
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
有
機
農
産
物
の
消
費
者

へ
の
Ｐ
Ｒ
、
セ
ラ
ー
、
バ
イ
ヤ
ー
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
情
報
等
の
提
供
を
行

う
。
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２
３
年
度
農
業
会
議
の
重
点
方
針
と
新
た
な
取
り
組
み



わ
が
国
は
今
、
一
番
に
「
東
日
本

大
震
災
」
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
は
農
業
の
分
野
へ
も

影
響
し
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
の
農

業
は
「
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
問
題
」

が
一
番
の
課
題
と
な
っ
て
い
て
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
加
盟
の
結
論
は
６
月
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
先
送
り
と
な
り
ま
し
た
。
わ
が

国
は
以
前
か
ら
Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ
と

い
っ
た
自
由
貿
易
協
定
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
課
題
と
な
っ
て
い

る
Ｔ
Ｔ
Ｐ
と
の
違
い
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

将
来
的
に
１
０
０
％
の
関
税
削
減
を

目
指
す
も
の
で
、
除
外
品
目
が
認
め

ら
れ
て
な
い
と
い
う
点
で
す
。
日
本

の
農
産
物
の
平
均
関
税
率
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
１
１
．
７
％
と
世
界
的

に
見
て
、
低
い
で
す
。
隣
国
の
韓
国

は
６
２
．
２
％
、
EU
は
１
９
．
５
％
、

イ
ン
ド
に
い
た
っ
て
は
１
２
４
．
３

％
で
す
。
米
国
は
５
．
５
％
と
日
本

よ
り
低
い
関
税
率
で
す
が
、
米
国
に

は
輸
出
補
助
金
を
出
し
て
、
国
内
の

農
業
者
が
農
産
物
を
ど
れ
だ
け
安
く

売
っ
て
も
、
増
産
し
て
い
け
る
だ
け

の
所
得
を
全
額
、
政
府
が
補
填
す
る

仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
農
産

物
輸
出
国
で
輸
出
補
助
金
は
存
在
し

て
い
て
、
安
価
に
農
産
物
を
輸
出
で

き
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

現
在
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
も
問
題

に
な
っ
て
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
さ
ら

に
大
き
な
問
題
と
な
り
、
輸
入
関
税

は
全
て
撤
廃
す
る
の
に
輸
出
補
助
金

は
存
続
で
き
る
仕
組
み
に
な
る
の
で
、

農
産
物
輸
入
国
に
と
っ
て
、
と
て
も

公
平
な
状
況
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

わ
が
国
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
）
は
４
１
％

で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加

盟
に
よ
り
さ
ら
に
低

く
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

食
料
を
自
給
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
は

国
の
根
本
的
な
政
策

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が

お
ろ
そ
か
に
な
る
と

国
全
体
と
し
て
の
力

が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て

い
く
よ
う
に
感
じ
ま

す
。農

業
の
現
場
で
は
、

震
災
と
津
波
の
被
害
に
よ
り
、
２
万

４
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
農
地
が
被
害

を
受
け
て
、
農
産
物
を
つ
く
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
放
射
能
漏
れ
事
故
に
よ
り
、

福
島
、
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
の
４
県

で
農
産
物
の
風
評
被
害
が
広
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
風
評
被
害
は
放
射

能
漏
れ
と
い
う
特
殊
な
風
評
被
害
と

い
え
ま
す
が
、
農
産
物
の
風
評
被
害

は
都
道
府
県
単
位
で
起
こ
る
の
で
、

徳
島
県
も
「
徳
島
の
農
産
物
は
安
心
・

安
全
」
で
あ
る
と
い
う
取
り
組
み
を

農
業
者
か
ら
進
め
て
い
き
、
徳
島
の

農
産
物
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
徳
島
県
農

業
会
議
の
安
芸
卓
生
を
こ
れ
か
ら
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
写
真
は
飯
泉
知
事
か
ら
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
た
三
好
市
農
業
委
員
の
矢
野

一
吉
さ
ん
）
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新入職員の安芸卓生主事

農
業
委
員
に
知
事
感
謝
状
授
与

平
成
23
年
２
月
18
日
に
永
年
勤
続

農
業
委
員
に
対
す
る
知
事
感
謝
状
授

与
式
が
行
わ
れ
、
飯
泉
県
知
事
か
ら

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。
授
与
さ
れ

た
農
業
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
。

▽
阿
南
市

森
崎
榮
祐
▽
三
好
市

矢
野
一
吉
▽
松
茂
町

広
瀬
憲
発

職
員
人
事
異
動
（
23
年
４
月
）

▽
徳
島
県
農
業
会
議
◇
新
規
採
用

主
事

安
芸
卓
生
、
臨
時
職
員

齋
藤
麻
由
美
、
栗
栖
由
紀
子

▽
徳
島
県
農
業
開
発
公
社
◇
新
規

採
用
業
務
第
一
課
長

十
河
和
男
、

業
務
第
二
課
長

龍
田
順
二
、

臨
時
職
員

松
田
あ
ず
さ

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
概
要

平
成
22
年
２
月
１
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
２
０
１
０
年
世
界
農
林

業
セ
ン
サ
ス
の
概
要
を
報
告
す
る
。

◇
農
業
経
営
体
◇
農
業
経
営
体
数

は
２
万
２
０
４
６
経
営
体
で
前
回

に
比
べ
１
１
．
７
％
減
少
し
た
。

組
織
形
態
別
に
み
る
と
法
人
化
し

た
経
営
体
が
２
３
４
戸
で
前
回
に

比
べ
２
１
．
２
％
増
加
し
た
。

◇
農
家
数
◇
総
農
家
数
は
３
万
５

８
０
０
戸
で
前
回
に
比
べ
２
９
７

５
戸
減
少
。
販
売
農
家
の
う
ち
主

業
農
家
数
は
４
９
１
３
戸
で
前
回

に
比
べ
５
８
３
戸
減
少
。
ま
た
、

専
兼
業
別
で
は
、
専
業
農
家
は
７

０
２
６
戸
で
前
回
に
比
べ
３
５
９

戸
増
加
、
第
１
種
兼
業
農
家
が
２

７
２
６
戸
、
第
２
種
兼
業
農
家
が

１
万
１
７
８
０
戸
と
な
っ
た
が
い

ず
れ
も
前
回
か
ら
減
少
し
た
。

◇
農
業
就
業
人
口
◇
販
売
農
家
の

農
業
従
業
人
口
は
３
万
８
３
１
５

人
で
、
う
ち
６
５
才
以
上
の
就
業

人
口
が
６
０
．
９
％
を
占
め
、
２

万
３
３
２
１
人
と
な
っ
た
。

◇
耕
作
放
棄
地
面
積
◇
耕
作
放
棄

地
面
積
は
４
４
６
４
ha
で
前
回
に

比
べ
１
．
１
％
増
加
。
販
売
農
家

に
か
か
る
面
積
は
減
少
し
て
い
る

が
、
自
給
的
農
家
や
土
地
持
ち
非

農
家
に
か
か
る
面
積
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
。



こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
電
話

相
談
窓
口
の
設
置
や
農
林
漁
業
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
な
ど
に
よ
り
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
の
迅
速
、
円

滑
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

資
金
制
度
の
改
定
に
つ
い
て

当
公
庫
で
は
、
農
地
や
機
械
取
得
な

ど
幅
広
い
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け

る
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
や
、
無
利
子
で

ご
利
用
い
た
だ
け
る
農
業
改
良
資
金

を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
よ
り
農
業
改
良
資
金
の
お

借
入
限
度
額
が
個
人
５
千
万
円
、
法

人
１
億
５
千
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
他
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
無
理
子

化
措
置
（
貸
付
後
５
年
間
）
の
延
長

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

無
理
子
化
措
置
は
今
年
度
限
り
の

措
置
と
な
り
ま
す
の
で
、
特
に
秋
以

降
に
借
入
れ
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方

は
、
な
る
べ
く
前
倒
し
で
ご
相
談
下

さ
い
。

※
資
金
の
ご
利
用
に
は
、
貸
付
審
査

が
伴
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
に
よ
り

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

相
談
窓
口
の
開
設
時
間
変
更
の

お
知
ら
せ

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
に
県
吉
野
川

合
同
庁
舎
で
開
設
し
て
い
る
相
談
窓

口
の
開
設
時
間
を
左
記
の
と
お
り
変

更
い
た
し
ま
し
た
。

【
変
更
前
】

13
時
〜
16
時
30
分

【
変
更
後
】

10
時
30
分
〜
16
時

※
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
ご
来
所
の
際
は
必
ず
前
日

ま
で
に
ご
連
絡
（
電
話
）
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
万
が
一
、

ご
連
絡
な
く
来
所
さ
れ
た
場
合
、
ご

対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

展
示
商
談
会
「
ア
グ
リ
フ
ー
ド

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
に
つ
い
て

２
月
15
、
16
日
に
ア
ジ
ア
太
平
洋

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で｢

ア
グ
リ
フ
ー

ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

大
阪

２
０
１
１
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
１
万

人
を
超
え
、
皆
様
の
ご
協
力
を
も
ち

ま
し
て
、
大
変
盛
況
の
う
ち
に
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

次
回
は
８
月
２
、
３
日
に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
出
展
者
募
集
中
で
す
の

で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.
e
x
h
i
bi
t
i
o
n
t
e
c
h
.

c
o
m
/
af
x
/
i
n
d
e
x
.
h
tm
l

４
月
10
日
〜
６
月
10
日
は
「
春
の

農
作
業
安
全
運
動
月
間
」
。
本
県
で

平
成
21
年
度
に
発
生
し
た
農
作
業
中

の
事
故
は
91
件
で
、
過
去
10
年
間
で

最
多
と
な
っ
て
い
る
。
う
ち
死
亡
事

故
は
４
件
。
横
転
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー

の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、
草
刈
り
中

に
斜
面
か
ら
転
落
し
た
も
の
で
、
亡

く
な
っ
た
方
は
す
べ
て
が
60
歳
以
上

の
農
業
者
で
あ
る
。

死
亡
事
故
を
年
次
別
に
み
る
と
、

平
成
17
年
に
７
人
が
死
亡
、
18
年
に

は
４
人
、
19
年
に
は
３
人
、
20
年
が

６
人
、
21
年
は
４
人
と
い
っ
た
よ
う

に
、
毎
年
４
人
前
後
の
方
が
農
作
業

中
の
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
、
死
亡
事
故
件
数
の
４
分

の
３
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
。

農
作
業
死
亡
事
故
を
原
因
別
に
み

る
と
、
農
業
機
械
の
操
作
に
伴
う
も

の
が
７
割
近
く
を
占
め
、
残
り
は
農

業
機
械
・
施
設
作
業
以
外
の
作
業
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業
機

械
事
故
の
６
割
近
く
が
乗
用
・
歩
行

型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
も
の
で
、
次

い
で
運
搬
車
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
に
よ

る
事
故
と
な
っ
て
い
る
。

農
作
業
の
事
故
防
止
に
は
、
一
人

一
人
が
高
い
安
全
意
識
を
持
っ
て
作

業
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま

た
、
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
農
業

機
械
を
導
入
す
る
こ
と
も
事
故
防
止

に
繋
が
る
。

最
近
の
農
業
機
械
は
、
安
全
装
置

の
装
備
等
に
よ
り
安
全
性
は
一
層
向

上
し
て
い
る
。
例
え
ば
乗
用
型
ト
ラ

ク
タ
ー
の
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム

は
、
転
落
・
転
倒
時
の
死
亡
率
を
８

分
の
１
に
抑
え
る
高
い
効
果
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
機
械
自
体

の
安
全
性
能
が
い
く
ら
優
れ
て
い
て

も
、
日
頃
の
管
理
が
不
充
分
で
は
思

わ
ぬ
故
障
が
発
生
し
て
事
故
を
招
い

た
り
、
万
が
一
の
場
合
に
安
全
装
置

が
機
能
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
日
常

的
な
点
検
・
整
備
が
肝
要
だ
。

加
え
て
、
農
作
業
に
は
様
々
な
危

険
が
伴
う
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、

安
全
な
作
業
に
必
要
な
基
本
的
な
知

識
や
技
術
を
習
得
し
、
高
い
安
全
意

識
の
も
と
で
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
や
県
が
開
催

す
る
農
作
業
安
全
講
習
会
等
に
は
積

極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

一
般
に
年
齢
が
高
く
な
る
と
、
事

故
を
起
こ
し
た
り
ケ
ガ
の
程
度
も
大

き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
れ
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
体
力

が
若
い
頃
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
を

充
分
自
覚
し
た
上
で
余
裕
を
持
っ
た

作
業
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
上
で
、
万
が
一
の
事
故
に

備
え
て
、
労
災
保
険
へ
の
加
入
を
勧

め
た
い
。
農
家
に
は
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
加
入
で
き
る
労
災
保
険
の

特
別
加
入
制
度
の
道
が
開
か
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
。

（
Ｔ
・
Ｍ
）
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日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店

農
林
水
産
事
業
農
業
食
品
課

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

減
ら
せ
農
作
業
事
故



場所 対象者

２１日 農業者年金担当者会議 都市センターホテル 都道府県農業会議

２１日 担い手経営関係担当者会議 都市センターホテル 都道府県農業会議
２１日～２６日 農の雇用事業現地確認調査 農業法人等事業所 研修責任者、雇用研修生

２６日 農政主任者会議 主婦会館 都道府県農業会議
２５日～２８日 農業簿記教室 徳島市他３市町 農業者
２７日～２８日 新規就農・人材関係担当者会議 ＴＫＰ代々木ビジネスセンター 都道府県農業会議

１０日～１１日 農業者年金巡回指導 県内５市町 農業委員会、ＪＡ担当者

１０日～１１日 都道府県農業会議事務局長会議 蚕糸会館 都道府県農業会議
１２日～１３日 全国農業新聞編集担当者会議 松山市 四国四県農業会議
１２日～１３日 農業雇用改善推進担当者会議 新梅田研修センター 事業実施農業会議

１３日 有機農産物認証協会内部監査 農業会議事務局内 有機認証協会
１６日～１７日 全国農業新聞中国・四国ブロック会議 山口市 中国四国農業会議

１６日 有機農産物認証判定委員会 タウンホテル千代 判定委員
１８日 都道府県農業会議会長会議 蚕糸会館 都道府県農業会議会長
１９日 有機農産物認証協会総会 徳島市内 有機認証協会会員

２０日 徳島県農業会議第３６８回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員
２０日～３１日 農業簿記教室 農業大学校他４市町 農業者

２３日～２５日 農業者年金巡回指導 小松島市他４町 農業委員会、ＪＡ担当者
２５日～２６日 全国農業委員会会長大会・同実行委員会 日比谷公会堂／蚕糸会館 農業委員会会長等

　３日 市町村農業委員会会長・事務局長会議 ホテル千秋閣 農業委員会会長・事務局長
１１日 新・農業人フェアー 池袋サンシャイン 新規就農・就業希望者

２０日 徳島県農業会議第３６９回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

６月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

４月

５月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

１月 16,255 0 0 3,876 2,420 1,181 1,063 0 0 7,194 31,989

２月 5,506 366 105 415 1,422 172 74 0 4,243 19,894 32,197

３月 9,279 0 0 1,441 4,300 333 98 0 0 1,625 17,076

合計 31,040 366 105 5,732 8,142 1,686 1,235 0 4,243 28,713 81,262

農地法第４条・第５条転用許可の面積

農
業
委
員
選
挙
用
の
農
家
向
け

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
！

農
業
委
員
選
挙
に
向
け
て
、
農
業

委
員
会
の
役
割
、
農
業
委
員
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
。

定
価

45
円

規
格

A4
判
４
頁

〜
目

次
〜

■
農
業
委
員
と
し
て
、
元
気
な
農
業
・

農
村
づ
く
り
に
、
一
緒
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
！

農
業
委
員
会
と
は
…

農
業
委
員
は
…

■
多
く
の
女
性
農
業
委
員
の
誕
生
と

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
！
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

震災被害者の受け入れについて

東日本大震災や原発の放射能被害は、国難というべき

事態となっている。いつ起きても不思議ではない南海地

震のことを思うと、決して人ごとではない。亡くなられ

た方のご冥福と一刻も早い復興を念願するばかりだ。

農業会議では被災された方々の求人受け入れ情報を収

集中です。皆様のご理解とご協力をお願いします。(T･M）

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)621-3054 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介

徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員

会
議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
４
条
・

第
５
条
の
転
用
許
可
面
積
は
左
表

（
１
月
〜
３
月
）
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。


